
格

天

井
へ
の
記

名

特

別

懇

志

ご

う
て

ん
じ

ょ

う

受

付

は

じ

ま
る

本

堂

内

陣
（
本

堂

内
の
一

段

高
く
な
っ
て
い
る

な

い

じ

ん

阿

弥

陀
さ
ま
の
安

置

さ
れ
て
い
る

場

所

）
の
天

井

は

格

天

井
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
度

、
格

天

井
に

花

柄
の

絵

を

描

画

す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
格

天

井
の
花

柄

描

画
の
外

枠
（

仏
さ
ま
か
ら

見
え
る
部

分

）
に
、
特

別

懇

志

を

ご
進

納

さ
れ

た

方
の

名

前

を

記

載
い
た

し
ま
す
。（
故

人

名
で
も
可

能
）

特

別

懇

志
の

受

付

は
、
本

年

一

月

十

日

よ
り

八

月

ま
で
の

間

を

受

付

期

間

と
い
た

し

ま

す

。
花

柄
の

彩

色

作

成

に

約

半

年

を

要

す
る

た
め

、
期

間

限

定

で

百

六

十

名
の

募

集
と
い
た
し
ま
す
。

完

成

は

二

〇

二

〇

年
の

春
に
な
る

予

定

で
、
特

別

懇

志

を

ご
進

納
の
皆

さ
ま
に
は

後

日

、
格

天

井

部

分
の

写

真

を

送

付

す
る

予

定
で
す

。
進

納

額

は

一

口

三

万

一

千

円
と

な
り

ま

す

。
必

ず

別

紙

申

込

書
に

全

て

を

記

入
の
う
え
、
現

金

を

添
え
て
申

し

込
み
く

だ
さ
い
。

尚
、
格

天

井
の
名

前

記

載
の
場

所
に
つ
き

ま

し
て
は

、
継

職

法

要

実

行

委

員

会

に

一

任

願
い
ま
す
。

参

道

の

舗

装

と

植

栽

の

改

修

本

年

春

ま

で

光

山

寺

参

道

植

栽
の
「
伊

吹

」
が
長

年
の

い

ぶ

き

成

長
で
、
剪

定
に
よ
り

枝

ば
か
り
と
な
り

、

せ

ん

て

い

ま
た

枯

れ
た

箇

所

も
あ
っ
た

関

係
で
、
新

し

く
「
ラ
カ
ン
マ
キ
」
に
な
り
ま
し
た
。
ま
だ

一

部

分
に

植

栽

す

べ
き

箇

所

が
残
っ
て
い
ま
す

が
、
本

年

春
に
は

終

了

予

定
で
す

。
三

年

後

に
は

植

栽
の

間

も

綺

麗
に

成

長

し
て

揃

う

予

定
で
す
。

ま
た
、
従

来

か
ら

歩

き
に
く
い
と

言

わ
れ

て
い
ま
し
た
参

道

舗

装

も

改

修

さ
れ
、
歩

き

や

す
く

な
り

ま

し
た

。
ま
た
、
参

道

下
の

石

段

部

分
に
も

手

す
り
が
設

置

さ
れ
ま
し
た
。

参

道

下

掲

示

板
と

植

木

等
に
つ
き
ま

し

て
は

改

修
に
今

暫
く

時

間

を

要
し
ま
す
が
、

随

時
に
改

修
さ
れ
る
予

定
で
す
。

本

年

春

に

は

、

本

堂

後

ろ
の

後

堂

う

し

ろ

ど

う

の

部

屋

の

整

理

と

板

床

の

フ

ラ

ッ

ト

化

工

事

が

始

ま

る

予

定

で

す

。
お

参

り

の

皆

さ

ま

に

は

諸

処

ご

迷

惑

を

お

か
け
す
る
こ
と
か
と

思
い
ま
す

が
、
工

事

中

は

ご

注

意

い

た

だ

き

た

く

宜

し

く

お

願
い
致

し
ま

す
。
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■

仏

教

壮

年

会

で

研

修

会
・
忘

年

会

■

光

山

寺

仏

教

壮

年

会

（

会

長

、
中

川

英

男

）
、
文

化

部
（

野

村

謙

次

部

長

）
研

修

会
・
忘

年

会

が

十

二

月

二

十

二

日
（

土

）
午

後

六

時

よ
り

光

山

寺
に
て

開

催

さ
れ
ま
し
た
。

今

年

度

は

萩

ジ

オ

パ

ー

ク

認

定

の

支

援

員

で

、

元

博

物

館

副

館

長

の

樋

口

尚

樹

さ

ん

を

お

迎

え

し

て

、「

萩

市

の

ジ

オ

パ

ー

ク

」
と

題

し

て

ご

講

演

い

た

だ

き

ま

し

た

。
約

五

十

名
の

参

加

者

が

話
に

聞

き

入

り
、
研

修

会

終

了

後
に
は
、
光

山

寺

仏

教

婦

人

会

有

志
の
皆

さ
ん
も

参

加

さ
れ
、
約

四

十

名
の
ご
門

徒
と
共
に
賑

々
し
く

忘

年

会
が
庫

裏

に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

■

ご

縁

の

集

い

を

開

催

■

浄

土

真

宗

の

ご

法

義

を

聴

聞

す

る

入

口

と

し

て
、
ま

た

定

年

や

還

暦

を

迎

え

ら
れ
た

方

々
の
記

念

と

し
て

、
気

軽

に

お

寺

に

足

を

向
け
て
も

ら
う

一

助

と

し
て

、「

ご
縁
の

集
い

」

（

プ
レ

開

催

）
を

住

職

継

職

法

要

記

念

行

事

と

し

て

十

月

二

十

日

に

開

催

し

ま

し

た

。
参

加

者

は

二

十

三

名
で
、
楽

し
い
一

時

を

過

ご
し
ま

し
た

。

当

日

は
「

や

さ

し
い

作

法

」
と

し
て
、
基

本

的

な

浄

土

真

宗
の

合

掌
・
礼

拝
の

作

法

を

住

職
よ
り

三

十

分

程

度

指

導

を

受
け
た

後

、
お

楽

し
み

会

を

開

催

。
お

楽

し
み

会
で

は
、
ゲ

ー
ム
大

会

な

ど
を

開

催

し
、
皆

さ
ん

童

心
に
も
ど
っ
て

楽
し
い
一

時

を

過

ご
し
ま

し
た
。
開

催

後
の

感

想
ア
ン
ケ

ー

ト
を
み
ま

す
と
、
皆

さ
ん

楽
し
か
っ
た
の
で
、
ま
た
参

加

し
た
い
と
い
う

意

見

が

沢

山

あ
り

ま
し
た

。

本

年

秋
に
は
本

開

催
の
実

施

予

定
で
す
。

■

初

参

式
の
お
知

ら
せ

■

親

鸞

聖

人
の

誕

生

月

で

あ

る

五

月

に
は

毎

年

婦

人

会

主

催

に
よ
り

初

参

式

を

実

施

し
て
い
ま
す

。
今

年

も

五

月

十

九

日
（

日

曜

日

）

午

前

九

時

半

よ
り

光

山

寺

に
て
開

催

さ
れ
ま
す

。
生

後

一

年
く
ら
い
ま

で
の
お

子

さ
ん
が

対

象
と
な
り
ま
す
が
、
仏

の
子
と
し
て

育
つ
た
め

仏

教
の
ご
縁
に

初
め

て
あ
う

合

同
の
初

参

式
で
す
。
参

加

希

望
の

方

は

お

子

さ

ん
の

お

名

前
・
生

年

月

日

等

を

光

山

寺

ま
で

ご
連

絡

く

だ
さ
い
。
尚

、
当

日

参

加
で
き

な
い
方

は

個

別
の

初

参

式

や

自

宅
で
の
初

参

式

も

受
け

付
け
て
い
ま
す
の

で
、
是

非
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■

親

鸞

聖

人

鑚

仰

会

会

員

募

集

■

親

鸞

聖

人
の
み

教

え

を

鑚

仰

し
、
同

朋

と

し
て
の

親

睦

を

深

め
る

事

を

目

的

と

し

た
「

親

鸞

聖

人

鑚

仰

会

」
を

今

年

も

四

月

二

十

二

日
（

月

）
よ
り
ス
タ

ー

ト
し

ま

す

。

新

規

会

員

を

募

集
い
た
し
ま
す
の
で
、
お

申

し

込
み
く

だ

さ
い
。
ご
門

徒
に

限

ら

ず
、
年

齢
・
男

女

を

一

切

問

わ

ず

広

く

親

鸞

聖

人

の
み

教

え
を

仰

ぐ

方

々
の
集

ま
り
で
す

。
年

度

会

費

は

、
一

口

二

千

円
で

二
ヶ
月
に

一

回
の
開

催

。
本

年

度

も
「

正

信

偈

」
の
内

容

を

学

ぶ
を
テ

ー
マ
に

学

習

し
ま
す

。『

浄

土

真

宗

聖

典
（

註

釈

版

）
』
が

必

要
と
な
り

ま

す
が
、
お

持

ち
で
な
い
方
は

当

日

お

申

し

出

く
だ
さ
い
。
原

則

偶

数

月

、
第

月

曜

日

午

後

八

時

開

催

と
な
り

ま

す

。
毎

回

葉

書

案

内

し
ま
す
が
、
開

催

日
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■

成

人

式

を

お

寺
で

！
■

成

人

を

迎

え

た
こ
と
を

仏

さ
ま
に

奉

告

す
る
た
め
の
成

人

式
や
還

暦

式

な
ど
、
人

生

の

節

目

節

目

を

日

頃

お

世

話
に
な
っ
た

方

々

と

一

緒

に

仏

祖

に

奉

告

し

ま

せ
ん

か

。
お

申

し

込
み
は

随

時

受
け

付
け
て

お

り

ま

す

。
受

式

者

に
は

記

念

撮

影

写

真

を

本

堂

に
掲

示
い
た
し
ま
す
。

■

募

金

箱

報

告

■

Ｗ
Ｗ
Ｆ
Ｊ
（

世

界

自

然

保

護

基

金

日

本

委

員

会

）
の

募

金

箱
（

本

堂

焼

香

卓
の
横

）

に

集

ま
っ
た

募

金

、
二

万

五

千

八

百

七

円

を

昨

年

十

二

月

二

十

八

日
に
送

金

致
し
ま

し
た
。
沢

山
の
募

金

大

変
に
有
り

難
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。
今

後
と
も

ご
協

力

宜
し
く
お

願

い
致
し
ま
す
。
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《

報

恩

講
の
意

味

》

ほ

う

お

ん

こ

う

報

恩

講

は

、

浄

土

真

宗

の

宗

祖

（

開

祖

）

親

鸞

聖

人

（

一

一

七

三

年

～

一

二

六

三

年

）

の

祥

月

命

日

の

前

後

に

、

親

鸞

聖

人

の

ご

遺

徳

を

偲

び

、

そ

の

ご

苦

労

を

通

じ

て

、

阿

弥

陀

如

来

の

本

願

に

よ

る

お

救

い

を

あ

ら

た

め

て

心

に

深

く

味

あ

わ

せ

て

い

た

だ

く

浄

土

真

宗

で

も

っ

と

も

大

切

な

法

要

で

す

。

親

鸞

聖

人

の

三

十

三

回

忌

の

法

要

に

あ

た

り

、

本

願

寺

第

三

代

宗

主

の

覚

如

上

人

が

そ

の

ご

遺

徳

を

讃

仰

す

る

た

め

に

『

報

恩

講

私

記

』

を

制

作

さ

れ

、

以

来

、

聖

人

の

ご

命

日

の

法

要

は

報

恩

講

と

し

て

、

大

切

に

お

勤

め

さ

れ

て

い

ま

す

。

本

願

寺

で

の

報

恩

講

は

、

一

月

九

日

の

午

後

か

ら

ご

命

日

の

一

月

十

六

日

午

前

の

お

満

座

ま

で

勤

修

さ

れ

ま

す

。

こ

こ

で

、

ご

門

徒

の

信

仰

告

白

に

相

当

す

る

の

が

「

領

解

文

」

の

出

言

で

す

。

ま

た

、

そ

の

領

解

文

に

対

し

て

の

ご

講

師

の

批

評

が

「

改

悔

批

判

」

と

呼

が

い

け

ば

れ

ま

す

。

一

般

寺

院

で

も

っ

と

も

大

切

な

法

要

も

こ

の

報

恩

講

法

要

で

す

が

、

ご

門

徒

さ

ん

の

家

庭

一

軒

一

軒

で

行

わ

れ

る

報

恩

講

の

こ

と

を

、

祥

月

命

日

を

取

り

越

し

て

行

い

ま

す

の

で

「

オ

ト

リ

コ

シ

」

と

呼

ん

で

い

ま

す

。

光

山

寺

で

は

、

オ

ト

リ

コ

シ

は

川

外

の

西

地

域

を

中

心

に

順

に

お

勤

め

し

て

い

ま

す

。

ご

本

山

の

法

要

に

は

、

毎

年

山

口

別

院

で

団

体

参

拝

が

企

画

さ

れ

、

今

年

も

一

月

十

五

日

か

ら

十

六

日

に

ツ

ア

ー

が

組

ま

れ

ま

す

。

（

募

集

は

終

了

）

ま

た

、

個

人

で

の

参

拝

も

可

能

で

す

。

十

日

か

ら

十

五

日

ま

で

は

お

斎

の

接

待

も

あ

り

と
き

ま

す

。

《

伝

統
の

お
膳

…

お
斎

》

と
き

仏

教

で

は

『

食

事

』

と

呼

ば

れ

る

、

午

前

じ

き

じ

十

時

か

ら

正

午

ま

で

の

間

に

食

事

を

す

る

習

わ

し

が

あ

り

、

こ

の

と

き

の

食

事

を

『

斎

』

と

い

い

ま

す

。

本

願

寺

で

は

御

正

忌

報

恩

講

法

要

を

お

勤

め

す

る

期

間

、

通

常

非

公

開

の

国

宝

（

鴻

之

こ
う

の

間

）

に

て

、

お

お

む

ね

江

戸

時

代

か

ら

変

わ

まら

ぬ

食

材

を

用

い

た

伝

統

の

精

進

料

理

を

、

朱

塗

り

の

什

器

や

お

膳

で

召

し

あ

が

っ

て

い

た

だ

く

こ

と

が

で

き

ま

す

。

一

月

十

日

か

ら

十

五

日

ま

で

、

日

中

法

要

終

了

後

に

こ

の

お

斎

の

ご

接

待

を

お

こ

な

っ

て

い

ま

す

の

で

、

ご

参

拝

の

折

に

は

是

非

に

ご

賞

味

く

だ

さ

い

。

申

込

方

法

期

日

：

一

月

十

日

～

十

五

日

時

間

：

一

回

目

日

中

法

要

終

了

後

二

回

目

十

二

時

～

※

時
間
は
人
数
に
よ
り
前
後
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

場

所

：

鴻

之

間

（

国

宝

、

全

席

椅

子

席

）

懇

志

：

お

一

人

、

一

万

円

以

上

受

付

：

十

二

月

三

日

よ

り

申

込

方

：

電

話

・
Ｆ

Ａ

Ｘ

・

龍

虎

殿

受

付

り

ゅ

う

こ

で
ん

カ

ウ

ン

タ

ー

に

て

お

申

し

込

み

参

拝

教

化

部

・

龍

虎

殿

☎

〇

七

五

─

三

七

一

─

五

一

八

一
（

代

）

〇

七

五

─

三

七

一

─

七

六

〇

一

fax

※

貴

重

な

文

化

財

で

あ

る

鴻

之

間

で

、

僧

侶

が

本

願

寺

や

書

院

の

歴

史

に

触

れ

な

が

ら

、

お

斎

の

由

来

を

説

明

い

た

し

ま

す

。

ま

た

、

配

膳

な

ど

の

ご

接

待

を

さ

れ

る

の

は

本

願

寺

御

用

達

商

で

あ

る

開

明

社

社

員

の

方

々

で

す

。

【

皮

肉
】

遠

回
し
の
い
じ
の
悪
い
非

難
や
、
あ
て
こ
す
り
、

い
や
み

を
、
一

般
に
は
、
皮

肉
と
い
っ
て
い
ま
す

。

皮

肉

屋
と
い
っ
た
り
し
ま
す

。
ま
た
、
運

命
の

皮

肉
な
ど
と
い
う
言

葉
も
あ
り
ま
す
。

仏

教
で
は
、
身

体
の
す

べ
て
、
全

人

格

、
宗

祖

ら
の

信

念
・
思

想
・
行

為

な

ど
の
す

べ
て
の
こ
と

を
、
皮

肉

骨

髄
と
い
い
ま
す
。

達

麿

大

師

が
、
四

人
の

弟

子
に
「

お

前

は
わ

し
の
皮

を

得
て
い
る
」「

肉

を

得
て
い
る
」「

骨

を

得
て
い
る

」「

髄

を

得
て
い
る

」
と
、
そ
の
悟
り
の

深

浅

を

定

め
、
一

番

深
く

悟
っ
た

弟

子
に

法

を

伝
え
た
話
が
あ
り
ま
す
。

皮

や

肉

は
、
骨
や

随
に

比

べ
、
浅
い
悟

り
、
表

面

的

な

形

相

、
枝

葉

的

な

も
の
を

指

し
て
い
ま

す
。そ

ん
な
と
こ
ろ
か
ら
、
相

手
の
骨

髄
に
ま
で
届

か

な
い
が
、
表

面

だ
け

を

チ
ク
リ
と

刺

す

非

難

が
、
皮

肉
と

呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
け
っ
こ
う
骨

身
に
し
み
る
も
の
も
あ

り
ま
す
が
ね
。

(

『

く

ら

し

の

仏

教

豆

辞

典

よ

り

』)
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関

連

行

事

に

は

カ

レ

ン

ダ

ー

に

◎

印

を

！

平

成

三

十

一

年
の

光

山

寺

前

期

行

事

予

定
の

一

覧
で
す

。
万

障

繰

り

合

わ

せ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

★

萩

組
・
光

山

寺

法

要

関

連

一

月

八

日
（

火

曜

）
午

前

十

一

時

半

最

勝

講
（

玉

江

地

区
の
み

）

一

月

十

九

日
（

土

曜

）
午

後

七

時

萩

組

連

続

研

修
（

三

千

坊

）

一

月

三

日
（

土

曜

）
午

前

十

時

教
区
連
研
履
修
者
研
修
会
（
山
口
別
院
）

二

月

三

日
（

日

曜

）
午

後

三

時

門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会
（

泉

福

寺

）

三

月

十

五

日
（

金

曜

）
午

後

七

時

萩

組

連

続

研

修
（

蓮

正

寺

）

五

月

一

日
・
二

日
（

月
・
火

曜

）

春

季

永

代

経

法

要

（

講

師

、
中

島

昭

念

師

）

★

総

代

会

関

係

一

月

二

八
・
二

九

日
（
月
曜
・
火
曜
）

門

徒

責

任

役

員
・
門

徒

総

代

一

泊

懇

談

研

修

会
（
ホ
テ

ル
か

め

福

）

四

月

中

旬

萩

組

総

代

会

総

会

★

子

供

会
（

日

曜

学

校

）

関

連

一

月

十

二

日
（

土

曜

）
午

前

十

一

時

子

供

報

恩

講

★

仏

教

青

年

会

関

連

一

月

十

二

日
（

土

曜

）
午

前

十

一

時

子

供

報

恩

講

と

同

時

開

催

★

仏

教

壮

年

会

関

連

三

月

九

日
（

土

曜

）
午

前

十

時

山

口

教

区

仏

教

壮

年

大

会

（

山

口

別

院

、
講

師

：

花

岡

静

人

師

）

四

月

上

旬

午

後

七

時

半

光

山

寺

仏

教

壮

年

会

総

会

★

仏

教

婦

人

会

関

連

二

月

十

七

日
（

日

曜

）

山

口

教

区

仏

教

婦

人

会
（

山

口

別

院

）

若

婦

人
の
つ

ど
い

三

月

下

旬

光

山

寺

仏

教

婦

人

会

常

任

委

員

会

三

月

下

旬

全

役

員

会

五

月

十

九

日
（

日

曜

）
午

前

九

時

半

光

山

寺

初

参

式

六

月

二

九

日
・
三

十

日
（

土
・
日

曜

）

婦

人

会

法

座
（

講

師

、
松

浦

成

秀

師

）

★

親

鸞

聖

人

讃

仰

会

午

後

八

時

（

登

録

制
・
要

年

会

費

二

千

円

）

四

月

二

二

日
（

月

曜

）

六

月

十

日
（

月

曜

）

八

月

五

日
（

月

曜

）

以

降

十

月

ま
で

四

回

開

催

★

お
経
の

練

習

会

午

後

八

時

（

ど

な

た

も
で

も
参

加

可

、
無

料

）

五

月

十

一

日
（
土
曜
）・
六
月
八
日
（
土
曜
）

毎
月
原
則
第
二
土
曜
、
十
月
迄
六
回
開
催

★

雅

楽

練

習

会

（

原

則

日

曜

午

後

七

時

半

。
不

定

期

開

催

）

一

月

二

七

日
（

日

曜

）
午

後

五

時

半

※

新

年

会

を

兼

ね

る

三

月

十

日
（

日

曜

）
午

後

七

時

半

★
い
の

ち

を

見
つ

め

る

研

修

会
（

山

口

別

院

）

二

月

二

一

日
（

木

曜

）
鍋

島

直

樹

師

★

教

区

同

朋

運

動

研

修

会
（

山
口
別
院
十
三
時
半

）

二

月

二

二

日

(

金

曜

日)

長

岡

裕

之

氏(

大

津

西

組

龍

雲

寺)

金

山

玄

樹

氏
（
九
州
龍
谷
短
期
大
学
講 

師
）

★
テ

レ
ホ
ン
法

話

萩

市

仏

教

会

こ
こ
ろ
の
電
話
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

〇

八

三

八
（

二

五

）
七

七

一

〇

山

口

別

院
テ
レ
ホ
ン
法

話

〇

八

三
（

九

七

三

）
〇

一

一

一

教

区
ラ

ジ
オ
Ｃ
Ｍ

エ
フ
エ
ム

山

口

火

曜

日
・
木

曜

日

Ａ
Ｍ
七

時

三

〇

分

放

送

※

光

山

寺
コ
ー
ラ
ス

原

則

第

二
・
第

四
の
木

曜

日

（

詳

細

は

問
い

合

わ
せ

く
だ

さ
い

）

※

雅

楽
・
コ
ー

ラ

ス

は

新

規

参

加

者

募

集

中

。
気

軽
に

お
問

合

せ

く
だ

さ
い

。


